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   CHOLINESTERASE ACTIVITY OF THE PROSTATIC FLUID 

                           Masaru  MIZOGUCHI 

        From the Department of Urology, Hiroshima University School of Medicine 

                         (Director  : Prof. T. Kato, M. D.) 

   Cholinesterase activity of the prostatic fluid was determined in dogs after administra 

tion of various hormones. 

   With administration of male sexual hormones, the activity showed an decrease. 

With gonadotropic hormones, an decrease was seen in about 10 days of treatment, while 

a slight decrease was also observed in about 5 days of adrenocortical hormone administ-

ration. On the other hand, a marked and immediate increase in cholinesterase activity 

was seen with administration of female sexual hormones, and similar increase was ob-

served with thyroid hormone administration. Inconsistent change of activity was seen 

after ACTH therapy and no change was observed after prolactine or anabolic steroids 

administration.

1緒 言

前立腺 の生理作用 については尚不 明の点が,

少 くないが,前 立腺は神経線維 が豊 かで,特 殊

性感帯 を形成 して勃起現象 に関与 し,射 精行為

を完全 ならしめ る事はその生理作用 の一 つ と し

てよく知 られてい る.

又,内 分泌臓器特に男性ホル モンの支 配下 に

あり,従 つて性 ホルモ ンには鋭敏 な影響 を うけ

る.一 方肝機能,自 律神経機能,内 分泌機能 等

に於けるCholinesterase(ChE)に っ いては,

数多 くの研究がな されてい るが,し か しその生

体内の意義にっいては確実 な事は 尚知 られてい

ない.

前 立腺液 中ChEに 関 しては過去 に,Zeller

&J6elv(1941)が 人 間の精液につ いて,更 に

最近では,Sekine(1951)2)が ブ タ精液 にっい

て,Scott(1964)3》 が 犬前立腺液 について研 究

を報告 してい るが,そ の他には かか る研究 は見

あたらない

元来Acetylcholine(Ach)は 自律神経系 と

密接 な関係 があ り,従 つてその分解酵素 として

表裏 の関係 にあるChEの 神 経機能 に対 する意

義 も重要 で,前 述 の如 く神経系 と密接 な関係 を

有 し,か つ ホル モソ依存性 の強 い前立腺 につ い

て,各 種 ホル モソ投与後 の前立腺分泌液 に於け

るChEへ の 影響 を追求す る事 も有意義 な事 と

考え られ る.そ れ で著者は教室 に於 ける前立腺

外分泌に関す る研究 の一環 として本論文 を報告

す る次第 である.

H実 験材料 及び実験方法

雄成犬を用い,こ れに前立腺痩(所 謂Hugginsdog)

を作成して,各 種ホルモソを20日 間連続皮下注射にて

投与して,5日 に1回,塩 酸ピロカルピソ1m1の 静脈

注射により,経 尿道的に得た前立腺分泌液を用いた.

得 られた分泌液は直後0℃ に保存.

実験方法8)は 光電比色計を使用する柴田 高橋法を

用いた.こ れはM/15リ ソ酸 ソーダ及びM/15第1リ

ソ酸カリを混じて,pH5.9～8.3の 緩 衝液各10mlを

作 り,こ れに40mg/dlフ ェノールレツド液0・3m1を
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正確に加え,光 電比色計(Fi1.S57)に かけH20を

対照に各々の吸光度を読み,pH値 と対照して吸光度

一pHの 検量線を作る.

そ して試験管A,B,を 用意して

表1

フ ェ ノー
ル レッ ド

使 用 液

ア セ チ ル
コ リン液

表 皿

㌦(ゴ

ブドウ糖

蜘/鞠
… アセ網 ↑

A

B

分泌液

O.3m1

B.S.

1.5m1

1.5m1

H20

2.om1

2.Oml

1.oml

1.om1

0.5m1

O.5m1
クエン醗

　

脂酸(酢 酸,ア セト酢酸〕

鋼
を加えて,転 倒混和して,37。Cに60分 間加温する.そ

の後A及 びBに エゼ リン液1～2滴 を滴下して酵素活

度を停止さす.光 電比色計にかけ,H20で 吸光度0を

合わせて,A及 びBの 吸光度a及 びbを 測定して,検

量線にa及 びbを 照らし合わせて,そ れぞれのpHα 及

びβを読み取れば

ChE=4pH=β 一α として表れる.

この方法は一般にChE定 量法の標準法と見倣されて

いるAmmonのWarburg検 圧法5)及 びMichelの

ガラス電極pHメ ーター法6)に 対し高い相関性を示

し,か つ 二重測定の くいちがいはApHO.01以 下で

あつた.

予備実験として,犬 の血清pHは7.4前 後,分 泌

液ChEの 至適pHは8.0～8.5前 後 で最高を示した.

又PilocarPine投 与により軽度の血清ChEの 上昇

を見た.

又分泌液中のChE活 性は24時 間後には60%,48時

間後には40%に 減弱した.

皿 実 験 成 績

各種ホルモン20日 間連続投与による前立腺分泌液中

ChE活 性値の最低値,最 近値は表Hの 如くであつた.

以上の如く女性ホルモン,脳 下垂体前葉ホルモソ,

甲状腺ホルモソ投与ではChE活 性値の上昇を血清活

性値と大体平行関係を認め又男性ホルモン,性 腺刺激

ホルモン,副 腎皮質ホルモン投与によつては抑制を示

し,副 腎皮質刺激ホルモソに於いては相関性のない不

定の増減を認め,又 蛋白同化ホルモソ,泌 乳ホルモン

に於てはその変化をみなかつた.

IV考 按

ChEと はcholinesterase殊 にAchを 分 解す

る酵 素の総称 であ る.こ れを図に示す と表皿 の

如 くにな る.動 物体組 織はAch及 び,そ の他

のcholinesterを 迅 速 に加水分解す る酵 素を有

し,こ れ は直接神経作 用 と関連を有す る脳,神

経系,筋 神経接合部,及 び直接神経作用 と無関

係の赤血球 にも存在 す る通常specficChEと,

そ の他血清,肝,脾,腎 等 に存在 しAchの 他,

種 々のcholinester非cholin性esterを 分 解

するnon-specificChEと に区別 され る.

一 方
,精 液 がChEを 正 常成分 として含んで

いる事 はZeller及 びJ6eli)が 検 圧法に より,

人 間 の精液1m1で1時 間に遊離 され る 酢酸 の

量 を炭酸 ガス として測つ て70μ1を こえない量

である事 を述 べ,し か もそ の作用 の大部分は精

子 ではな く精漿 に由来 す るとして居 る.

ブ タの精漿 では 非常にChE活 性 が強 く,し

か もその活性 は精 漿 よりも精子に集中 されてい

る.Sekine2,に よる と ブタの 精漿 に 含 まれて

い・るChE活 性 はAchに 対 しては 活性 が高い

が同時にbenzoylcholnieに 対 しては 完全に不

活性 であ る即 ちspecificChEに 属 す と述べrC

い る.

又Mann4,に よる とヒツジの精子はAchの

濃 度の低 い時に高 い活性 を示 すが,基 質が高濃

度あ ると活性 が弱 く,そ してacety1一 β一methyl

cholineを 能 率 よく 加水分解す るがbenzoyl

cholineに 対 しては 働か ない,即 ちspecific

ChEに 属 す と述べ てい る.

犬 に対 してはScottS,は 犬 前立腺組織及び前

立腺上皮 細胞中に於 て,Ach,benzoylcholine,

acety1一βmethylcholine,butyrylcholine,pro

pionylcholineが 加 水分解 される ことを立証 し,

従 つ てspecificChEとnonspecificChEの 存

在を認 めて居 る.
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表 H
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分 泌 液

各種
ホルモソ

日 数

Testosterone

5mg/日

PMS
200iu/日

Estradio1

0.2mg/日

Cl.Testosterone

25mg/日

ACTH

10iu/日

Cortisone

25mg/日

Prolactin
soiu/dag

甲状腺 末

0.29/日

Prae-hormone

250Ratu./日

処 置 前

O.10

1

0。04

0.12

1

0.05

0.12

1

0.04

0.lO

l

O.04

0.08

1

0.04

0.10

1

0.06

0.05

1

0.04

0.05

1

0.03

0.05

1

0.04

投 与 後

5日

0.08

1

0.03

0。11

1

0,06

0.12

1

0.10

0.11

【

0.04

0.12

1

0.05

0.09

t

O.05

0.04

1

0.03

0.10

1

0.06

0.10

「

0.05

投 与 後

10日

0.05

1

0,02

0.Q8

1

0.06

0.24

1

0.12

0.10

1

0。04

0.Qg

i

O.Q4

0.10

1

0.01

0.07

1

0.04

0.09

1

0.06

0.08

1

0.06

投 与 後

15日

0.04

1

0.02

0.05

1

0.03

0.32

1

0。14

0.10

【

0,03

0.08

1

0.03

0.06

1

0.03

0.06

1

0.03

0.14

1

0.06

0.15

1

0.07

投 与 後

20日

0.Q4

t

O.02

0.05

i

O.03

0.33

t

O.16

0.12

1

0.04

0.14

1

Q.05

0.05

1

0、03

0.05

i

O.03

0.12

1

0.05

0.20

1

0.08

投与中止後

5日

0.06

1

0.03

0.11

1

0.03

0.22

i

O.10

0.11

1

0.05

0.08

1

0.05

0.09

1

0.04

0.06

1

0.04

0.1五

1

0,04

0.12

1

0.07

投与中止後

10日

0.09

1

0.04

0,11

1

0.06

0.22

t

O.08

0.09

【

0,04

0.10

1

0.05

0.11

1

0.04

0.10

1

0.04

0.10

1

0,04

0.11

1

0.07

血 清

Testosterone

5mg/日

PMS
200iu/B

Estradiol

O.2mg/日

Cl-Testosterone

25mg/目

ACTH

10iu/日

Cortisone

25mg/日

Prolactin

50iu/日

甲状腺 末

0.29/日

Prae-hormone

250Ratu./日

0.30

1

0.16

0.20

t

O.01

0.20

1

0.21

0.20

1

0.10

0.16

t

O.13

0.25

1

0.18

0.16

1

0.10

0.18

　

0.14

0.24

1

0.19

0.25

1

0.19

0.29

」

0.16

0,28

「

0.13

0.22

1

0.10

0.20

1

0.13

0。23

「

0.14

0.27

1

0。17

0.24

1

0.23

0.40

i

O.24

0.22

t

Q.19

0.25

i

O.20

0.38

「

0.30

0.28

[

O,16

0.29

【

0.20

0.21

1

0.13

0,20

1

0.17

0.28

1

0.15

0.48

1

0.30

0.20

1

0.14

0,30

1

0.19

0.47

fi

O.32

0.19

!

0.i8

0.26

1

0.19

0.21

1

0.14

0,28

「

0.16

0.23

1

0.21

0,32

1

0,28

0.19

1

0.14

0.30

1

0.14

0.48

1

0.38

0.26

」

O.20

0.25

1

0.14

0.18

1

0,11

0.28

[

0.18

0.29

【

0.29

0.40

1

0.28

0.40

1

0,16

0,24

i

O.19

0.32

1

0.25

0.26

1

Q.23

0.20

l

O.17

0.14

1

0.11

0.80

1

0.20

0,18

1

0.14

0.32

」

0.20

O.32

1

0,20

0.23

t

O.16

0.22

1

0.20

0.25

1

0.24

0.20

「

0.16

0.28

1

0.13

0.29

1

0,22

0,20

1

0.17

0,38

1

0.22
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そ して 組織中に於いてAchが 多 く分解 され

上皮細胞中にnonspecificChEが 多 く存在 し,

physostigimineに よつ て 加水分解 が 阻害 され

Achの 加 水分解が基質が高濃度 で ある と 阻害

され ることを認めてい る。

さて私の実 験に於いて,女 性 ホルモ ソ,脳 下

垂体 前葉 ホルモ ン,甲 状腺 ホルモ ン投 与群に於

いてはChE活 性値 の上昇 を血清ChE活 性 と大

体平行関係を示 し,又 男性ホルモ ン,性 腺刺激

ホル モソ,副 腎皮質 ホル モンに よつては,抑 制

を認め,副 腎皮質刺激ホルモ ン投与 に於ては相

関性 のない不定 の増減,変 動を示 し又蛋白同化

ホル モソ.泌 乳 ホル モンに於 ては著変を認めな

か つた.

平9)lzよ る と婦人の月経時に血 清ChEは 最 低

値 であるが,漸 次上昇 して排卵期 に一致 して最

高値 を示 し,以 後比較的緩か に下降す る.月 経

時 はChEの 減 少の結果AChの 蓄 積を来 た し,

副 交感神経系緊張 の態勢に傾かせ,排 卵期 には

ChE活 性 上昇 の結果,生 体 を交感神経 緊張 の態

勢 に傾 かせ ると云 い,足 立10)11)12,に よれ ば,

非 特異 的ChEはestrogen濃 度 に 平行す る事

を指摘 しtestosteroneは このestrogenの 増 強

作用 に拮抗 するが,progesteroneに は この 作

用 がない と述べ,testosteroneとprogesterone

とに よりChE活 性 が著 明に阻害 され る事を見

てい る.

私 の実験 に 於 いて も 上記 と 同 じ事を 見 てお

り,さ らには 前立腺に 於 いては,男 性ホルモ

ソ,性 腺刺激 ホル モソ投与の結果前立腺組織及

び 上皮細胞の働 きが増加 し,ChEの 消 費が盛

んに行 われ る為 に減少 し,女 性 ホル モソ投与に

於 てはその働 きが 抑制 され る結果Ach等 の産

生 が減 少す る結果ChEの 蓄 積を来 たす事は想

像 され る.又 血 清ChE活 性 は,副 交感神経系

緊張状態 で低下 するので,血 清ChE活 性 と自

律 神経 機能 との間に も何等 かの関連 が存在 す る

と考 え られて居 るが,又 自律神経 系の肝 に対 す

る影 響を介 して二次的に起 る事 も考え られ,甲

状 腺ホルモ ソ投与に よつて新陳代 謝が充進 し,

肝 膵 等の機 能充進 に よつて血 清ChE活 性 の増

加 を見,こ の結果=二次LliくJに前立腺分泌液中ChE

活 性 値が増加 した と思 われ る.

次 に私 の実験 では,脳 下垂 体前葉 ホルモ ン投

与群では分泌液 中及 び血 清中ChE活 性値 の上

昇 を認 め,Cortisone投 与 群 では低下 を,ACTH

投 与 群 では相関性 のない増減 の変動を認めてい

るが,小 池15》はACTHやCortisoneの 投 与に

よ り,家 兎血清ChE活 性 は 低下す る事を認め

て居 り,古 川13}は 下 垂体,副 腎皮質系刺激作用

に よ り,血 中 コ リン量 の上昇 を報 告 して居 る.

コ リンはAchの 前 駆物質 であ る所 か ら,一

時的に もしろ,ChE活 性 の上昇 は 起 りうると

思われ事実竹林14)等 は塩化 コ リンの投 与に より

血清ChE活 性 は増強 す る事 を報 告 している.

この血中 コ リンの上昇 はACTHそ の ものに

よるのではな く,副 腎皮質を介 して発現す るの

であろ うと思 われ,又 血清ChE活 性 値の増減

は小池15)が 述 べて居 るご とく,副 腎皮質を介 し

て発現 する ものではな く沖中が推測せ るごとく

ホルモソの肝に対 す る影響を介 して惹起 され る

もの と考 え られ る.

しか しこれ らホルモ ンの分泌液 中ChE活 性

値 に与 える影響 については,自 律神経 系,脳 下

垂体副腎系,間 脳等 の機 能的変化変動 も関係す

る と思われ,多 元 的影響 の結果で あると思われ

る.

V結 語

犬前立腺分泌液中のChEの 活性度を各種ホ

ルモソ剤投与後の影響を調べた所,男 性ホルモ

ン剤投与では,そ の活性度の低下を認め性腺刺

激ホルモン投与群では,投 与後10日 目頃より減

少を来 し,女 性ホルモン投与群では直後より著

明な増加を始め,甲 状腺剤投与群でも同様増加

を示し,副 腎皮質ホルモソにては,5日 目より

軽度の低下がみ られ,ACTH投 与では不定変

動を示した.泌 乳ホルモソ.蛋 白同化ホルモソ

では不変であつた.

稿を終るにあたり恩師加藤教授の御指滋,御 校閲に

対し心から深謝す.
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■ダイシノンは(1)毛 細血管の強化および収縮作用

(2)血 小板の増加および機能の充進作用など 生

理的な止血作用により 出血時間を著しく短縮する

■ダイシノンは 他の多くの止血剤と異なり 血液の

凝固性をたかめることがないので安全に投与ができる

《適応症》

止血剤として次の各科領域において使用する

内科:外 科:耳 鼻咽喉科:・産婦人科:泌 尿器科:歯 科 ・

●合成止血剤

技 術提携 ス イス ・オム ラボ ラ トリー

《包 装 》250mg2ml5管 ・30管

、

すでにご使用いただいております合成止血剤ナフチ

オニンの作用機序はダィシノンとは全 く異なります

両者の併用は一層の止血効果が期待されます
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